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刺五加は極東アジアの民間薬で、強壮薬として使用され、近年健康食品原料としての需要が多い。別名をシ

ベリア人参、エレウテロという。刺五加エキスには様々な薬理作用が報告され、その成分の lつ eleutherosideE 

には抗ストレス、抗疲労、胃潰療抑制、 P-endorphin増強作用及び PC12細胞における NGF様作用などが報告さ

れている。


